
 

議案第  号 

 

川崎市難病の患者に対する医療等に関する法律施行条例の制定について 

 

川崎市難病の患者に対する医療等に関する法律施行条例を次のとおり制定す

る。 

 

平成３０年  月  日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市難病の患者に対する医療等に関する法律施行条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、難病の患者に対する医療等に関する法律（平成２６年法

律第５０号。以下「法」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものと

する。 

 （審査会の名称） 

第２条 法第８条第１項に規定する指定難病審査会の名称は、川崎市指定難病

審査会（以下「審査会」という。）とする。 

 （委員の定数） 

第３条 審査会の委員の定数は、１６人以内とする。 

 （会議） 

第４条 審査会は、会長が招集し、会長がその会議の議長となる。 

２ 審査会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

議案第 ８ 号
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（部会） 

第５条 審査会は、必要に応じ部会を設置することができる。 

２ 部会に属すべき委員は、会長が会議に諮って指名する。 

３ 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員の互選により定める。 

４ 部会長は、部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらか

じめ指名する者がその職務を代理する。 

６ 部会の会議については、前条の規定を準用する。 

（委員でない者の出席） 

第６条 審査会において必要があると認めたときは、専門的事項に関し学識経

験を有する者の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができる。 

 （委任） 

第７条 法令及びこの条例に定めるもののほか、審査会の組織及び運営に関し

必要な事項は、会長が審査会に諮って定める。 

 （過料） 

第８条 次の各号のいずれかに該当する者は、１００，０００円以下の過料に

処する。 

 ⑴ 法第１１条第２項の規定による医療受給者証の返還を求められてこれに

応じない者 

 ⑵ 正当な理由がなく、法第３５条第１項の規定による報告若しくは物件の

提出若しくは提示をせず、若しくは虚偽の報告若しくは虚偽の物件の提出

若しくは提示をし、又は同項の規定による当該職員の質問に対して、答弁

せず、若しくは虚偽の答弁をした者 

   附 則 

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 



 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

難病の患者に対する医療等に関する法律の施行に関し必要な事項を定めるた

め、この条例を制定するものである。 

 

（部会） 

第５条 審査会は、必要に応じ部会を設置することができる。 

２ 部会に属すべき委員は、会長が会議に諮って指名する。 

３ 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員の互選により定める。 

４ 部会長は、部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらか

じめ指名する者がその職務を代理する。 

６ 部会の会議については、前条の規定を準用する。 

（委員でない者の出席） 

第６条 審査会において必要があると認めたときは、専門的事項に関し学識経

験を有する者の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができる。 

 （委任） 

第７条 法令及びこの条例に定めるもののほか、審査会の組織及び運営に関し

必要な事項は、会長が審査会に諮って定める。 

 （過料） 

第８条 次の各号のいずれかに該当する者は、１００，０００円以下の過料に

処する。 

 ⑴ 法第１１条第２項の規定による医療受給者証の返還を求められてこれに

応じない者 

 ⑵ 正当な理由がなく、法第３５条第１項の規定による報告若しくは物件の

提出若しくは提示をせず、若しくは虚偽の報告若しくは虚偽の物件の提出

若しくは提示をし、又は同項の規定による当該職員の質問に対して、答弁

せず、若しくは虚偽の答弁をした者 

   附 則 

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 


